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財
務
体
質
と
市
内
の
道
路
整
備
の
状
況
は

環
境
関
係
裁
判
に
つ
い
て

各
自
治
体
が
本
当
の
意
味
で
の
自
立
を

目
指
す
こ
と
は
、
自
治
体
の
本
来
あ
る

べ
き
姿
を
現
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
現

実
は
今
年
度
の
地
方
交
付
税
不
交
付
団

体
は
全
体
の
３
％
に
も
達
し
て
い
な
い

状
態
で
す
。
地
方
交
付
税
制
度
は
、
地

方
公
共
団
体
間
の
不
均
衡
を
調
整
し

て
、
全
て
の
自
治
体
が
一
定
の
水
準
を

維
持
で
き
る
よ
う
保
障
さ
れ
て
ま
す
。

地
方
交
付
税
の
代
替
財
源
と
し
て
の

「
消
費
税
の
地
方
税
化
」
で
す
が
、
詳
細

は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
都
市
部

と
地
方
で
は
消
費
の
格
差
が
あ
り
、
こ

れ
が
財
源
に
直
結
す
る
と
な
れ
ば
自
治

体
間
に
貧
富
の
差
が
生
ま
れ
る
と
懸
念

し
ま
す
。

市
内
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

　

10
月
12
日
に
社
団
法
人
下
呂
建
設
業

協
会
が
主
催
さ
れ
た
『
道
路
ア
ク
セ
ス

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムIN

 G
E

R
O

』

で
参
加
者
か
ら
だ
さ
れ
た
下
呂
市
の
今

後
の
国
・
県
へ
の
働
き
掛
け
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

◆
市　

長

　

先
般
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
大
き
な
意

義
が
あ
り
ま
し
た
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
道
路
整
備
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
道
路
は
市
民
の
皆
さ

ん
の
日
常
生
活
、
福
祉
・
医
療
な
ど
に

も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
声
を
一
緒
に
国
、
県
、
国
会
議
員
な

ど
へ
届
け
る
た
め
に
強
い
要
望
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

る
施
策
は
大
切
で
す
。
今
後
検
討
し
ま

す
の
で
議
論
を
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
関
係
裁
判
に
つ
い
て

①
㈱
マ
テ
リ
ア
ル
東
海
が
市
を
訴
え
た

第
三
次
裁
判
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

◆
総
務
部
長

　

７
月
10
日
に
原
告
の
請
求
を
棄
却
す

る
判
決
が
下
さ
れ
、
下
呂
市
の
勝
訴
と

な
り
ま
し
た
。
㈱
マ
テ
リ
ア
ル
東
海
は

そ
の
判
決
を
不
服
と
し
８
月
24
日
に
控

訴
し
て
い
ま
す
。

②
地
裁
の
判
決
（
下
呂
市
勝
訴
）
を
受

け
て
㈱
マ
テ
リ
ア
ル
東
海
の
許
可
に
対

す
る
下
呂
市
に
お
け
る
法
的
処
置
は

◆
環
境
部
長

　

10
月
に
㈱
マ
テ
リ
ア
ル
東
海
に
対
す

る
申
請
拒
否
処
分
通
知
書
に
よ
り
許
可

更
新
し
な
い
旨
を
通
知
し
ま
し
た
。

③
㈱
マ
テ
リ
ア
ル
東
海
は
今
後
、
一
般
廃

棄
物
の
内
、「
草
・
葉
・
枝
・
根
」
等
に
つ

い
て
、一
切
処
理
で
き
な
く
な
っ
た
の
か
、

又
、
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
れ

ら
の
受
入
れ
を
し
っ
か
り
行
う
の
か
。

◆
環
境
部
長

　

㈱
マ
テ
リ
ア
ル
東
海
は
今
後
「
草
・
葉
・

枝
・
根
」
の
処
理
は
出
来
ま
せ
ん
。
市
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処
理
を
行
い
ま
す
。

④
㈱
マ
テ
リ
ア
ル
東
海
が
犯
し
た
違
反

に
対
し
、
市
が
や
る
べ
き
一
般
廃
棄
物

営
業
許
可
の
取
り
消
し
に
つ
い
て
、
次

は
市
側
の
法
令
遵
守
が
問
わ
れ
る
が
。

◆
環
境
部
長

　

名
古
屋
高
裁
の
判
決
が
出
て
か
ら
対

応
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

交
付
税
縮
減
を
２
年
後
に
控
え
た

財
務
体
質
に
つ
い
て

　

合
併
算
定
替
で
縮
減
さ
れ
る
20
億
円

の
交
付
税
の
う
ち
、
職
員
給
与
費
に
相

当
す
る
額
は
お
よ
そ
何
億
円
か
。

◆
経
営
管
理
部
長

　

職
員
数
は
、
合
併
時
の
８
４
３
人
か

ら
今
年
度
４
月
時
点
で
は
６
５
７
人
と

な
り
、
１
８
６
人
の
減
員
を
実
施
し
、

削
減
額
は
８
億
５
千
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
可
能
な
限
り
の
職
員
数
削
減
は

も
と
よ
り
、
給
与
カ
ッ
ト
を
含
め
た
歳

出
削
減
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
31
年
以
降
の
組
織
の
あ
る
べ
き
姿

を
想
定
し
な
が
ら
、
行
政
と
し
て
必
要

最
小
限
の
職
員
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

一
部
政
党
が
主
張
し
て
い
る
交
付
税
廃

止
、
消
費
税
の
地
方
税
化
に
対
す
る
評

価
に
つ
い
て

　

「
財
源
保
障
制
度
」
と
消
費
税
の
地
方

税
化
に
よ
る
「
水
平
調
整
制
度
」
と
は
、

何
が
違
う
の
か
。

◆
経
営
管
理
部
長

　

地
方
自
治
体
が
地
方
交
付
税
に
代
表

さ
れ
る
国
依
存
の
体
質
か
ら
脱
却
し
、

　

現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
の
課
題
と
、

今
後
統
合
さ
れ
る
場
合
の
施
設
数
、
場

所
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

◆
教
育
部
長

　

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
耐
震
性
に

も
問
題
が
あ
り
ま
す
。
統
合
は
27
年
度

ま
で
に
検
討
を
行
い
、
30
年
度
ま
で
に

建
設
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
施
設
数
や

場
所
に
つ
い
て
は
未
定
で
す
。

　

市
税
の
収
入
と
滞
納
額
の
状
況
、
市

内
の
景
気
動
向
に
つ
い
て

◆
市
民
部
長

　

市
税
は
景
気
低
迷
等
に
よ
り
、
減
収

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
滞
納
額
は
増

加
傾
向
で
す
。

◆
観
光
商
工
部
長

　

市
内
の
事
業
所
２
５
０
社
対
象
に
行
っ

た
景
況
調
査
に
よ
る
と
、
全
体
的
に
若
干

の
回
復
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
依
然
回
復

基
調
は
弱
く
経
済
状
況
・
雇
用
情
勢
と
も

厳
し
い
と
考
え
る
事
業
所
が
多
い
で
す
。

　

景
況
感
を
改
善
し
、
閉
塞
感
を
改
善

す
る
為
の
施
策
は
。
15
年
後
の
リ
ニ
ア

開
通
に
向
け
夢
の
あ
る
事
業
計
画
を
。

◆
市　

長

　

ま
さ
に
選
択
と
集
中
で
す
。
夢
の
あ

中野憲太郎議員
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市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
下
呂
市
の
災
害
時
に
お
け
る
各
地
域
の

備
蓄
の
状
況
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

◆
総
務
部
長

　

非
常
食
は
常
時
３
０
，０
０
０
食
を
備

蓄
す
る
計
画
で
、
各
地
域
へ
は
人
口
及
び

滞
在
人
口
を
考
慮
し
配
置
し
て
い
ま
す
。

毛
布
、
簡
易
ト
イ
レ
、
発
電
機
な
ど
備
蓄

し
て
い
ま
す
が
、
地
域
間
の
ば
ら
つ
き
が

あ
り
、
不
足
分
は
順
次
配
置
を
し
ま
す
。

孤
立
地
域
等
に
対
応
す
る
た
め
、
更
に
細

か
く
学
校
区
へ
の
最
低
限
の
配
備
が
必

要
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
空
き
教
室
を

利
用
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

②
災
害
時
に
お
け
る
対
応
体
制
策
に
つ

い
て

◆
総
務
部
長

　

地
域
ご
と
の
情
報
を
持
つ
旧
町
村
出

身
職
員
が
減
っ
て
お
り
、
現
行
の
シ
ス

テ
ム
で
は
対
応
で
き
な
い
事
態
も
想
定

さ
れ
る
た
め
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
と
し

て
配
置
計
画
等
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
災
害
発
生
直
後
の
支
援
が
届

く
ま
で
の
間
は
個
人
・
地
域
の
対
応
力

に
か
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
防
災

力
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

下
呂
、
金
山
病
院
跡
地
利
用
に
つ
い
て

　

そ
れ
ぞ
れ
の
跡
地
利
用
の
考
え
と
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

◆
経
営
管
理
部
長

　

下
呂
温
泉
病
院
跡
地
に
つ
き
ま
し
て

は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
民

間
の
活
力
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
を
前
提

に
、
自
ら
事
業
を
実
施
す
る
意
向
の
あ

る
民
間
企
業
や
市
民
か
ら
ア
イ
デ
ア
提

案
を
募
集
し
ま
し
た
。
現
在
は
書
類
選

考
と
、
途
中
の
提
案
辞
退
な
ど
で
１
社

の
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
提
案
を

検
討
委
員
会
等
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

◆
金
山
振
興
事
務
所
長

　

金
山
病
院
跡
地
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

公
共
施
設
等
の
利
用
予
定
は
無
く
、
要

望
が
あ
る
道
路
新
設
と
併
せ
て
利
用
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

　

い
つ
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
事
を
進

め
る
の
か
そ
の
考
え
に
つ
い
て

◆
経
営
管
理
部
長

　

行
財
政
改
革
は
常
に
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
特
に
合
併
特
例
期
間
が
終

了
す
る
平
成
31
年
度
を
目
安
と
し
て
進

め
て
い
ま
す
。
組
織
の
ス
リ
ム
化
、
職

員
数
の
適
正
化
、
給
与
の
削
減
が
余
儀

な
く
さ
れ
る
事
か
ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
提

供
方
法
の
変
革
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
も

う
一
度
原
点
に
返
り
、
「
地
域
力
を
生
か

し
た
新
し
い
下
呂
市
の
自
治
体
運
営
」

の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

今 井 政 良 議 員
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下
呂
市
議
会
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

①
本
会
議
に
お
け
る
傍
聴
（
委
員
会
は
、
委
員
長
の
許
可
に
よ
り
傍
聴
で
き
ま
す
）

　

②
定
例
会
の
事
前
お
知
ら
せ
チ
ラ
シ
の
配
布
（
新
聞
折
込
）

　

③
一
般
質
問
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
生
放
送
・
録
画
放
送
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
者
の
み
）

　

④
一
般
質
問
録
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し

　

⑤
本
会
議
議
事
録
の
閲
覧
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

⑥
下
呂
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設(h

ttp
://

w
w

w
.c

ity.g
e
ro

.lg
.jp

/
g

yo
u

s
e
i/

)

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
に
様
々
な
方
法
で
お
知
ら
せ
し
て
い
く
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま

す
。
議
会
へ
の
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　

◆
下
呂
市
議
会
事
務
局　
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開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

　昨年暮れには衆議院の解散総選挙が行
われ、自民党が政権復帰を果たしました。
安倍新政権が掲げる『アベノミクス』に
期待度は高まり、株価は上昇し円安となり
ました。その影響で早速ガソリンは高騰、
もろ手を挙げて喜べないのが現実です。
　中央で扇子で煽ったくらいの微風でも、
人口３万６千余の当市には、台風並みの
大きな影響が及んできます。
　下呂市にとって良い風が吹くような政
策を期待すると共に、本年が無災害で平
穏な 1 年である事を祈念し、年初の編集
後記と致します。

　    　　　　議会報編集委員会　H．H

編　集　後　記


